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	応用
	抗原情報
	背景
	多くのタンパク質の分解はユビキチン経路によって行われ、タンパク質はポリペプチドであるユビキチンの共有結合によって分解の標的となります。この遺伝子はユビキチンファミリーに属するタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、UBE2Dファミリーに属するE2ユビキチン結合酵素を制御すると考えられています。[RefSeq提供、2014年3月],類似性：ユビキチン様ドメインを1つ含みます。,
	研究分野
	-
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	UBTD1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

